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【手続補正書】
【提出日】平成21年7月3日(2009.7.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式I：
【化１】

の化合物または医薬品として許容できるこれらの塩であって、
　式中、ｎは３または４であり、
　ＸおよびＹは、同一であっても異なっていてもよく、H、炭素原子１～６個の直鎖アル
キル基、炭素原子３～６個の分岐アルキル基、炭素原子３～６個のシクロアルキル基、F
、Cl、Br、I、-CF3、-OCF3、-CN、-NO2、-NR4R5、-NHCOR4、-OR4、-SR4、-COOR4、-COR4
、および-CH2OHからなる群から選択されるか、または、ＸおよびＹが一緒になって式-OCH

2O-のメチレンジオキシ基および式-OCH2CH2O-のエチレンジオキシ基からなる群から選択
されるアルキレンジオキシ基を定義するかであり、
　Ｒ６は、炭素原子１～６個の直鎖アルキル基、炭素原子３～６個の分岐アルキル基、お
よびシクロアルキルアルキル基（そのシクロアルキル部分に炭素原子３～６個を有し、そ
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のアルキル部分に炭素原子１～３個を有するもの）からなる群から選択され、
　Ｒ３は、H、炭素原子１～６個の直鎖アルキル基、炭素原子３～６個の分岐アルキル基
、炭素原子３～６個のシクロアルキル基、および、式R3A-CO-の基からなる群から選択さ
れ〔前記式中、R3Aは、炭素原子１～６個の直鎖または分岐アルキル基、炭素原子３～６
個のシクロアルキル基、シクロアルキルアルキル基（そのシクロアルキル部分に炭素原子
３～６個を有し、そのアルキル部分に炭素原子１～３個を有するもの）、炭素原子１～６
個のアルコキシ基、テトラヒドロ-3-フラニルオキシ基、-CH2OH、-CF3、-CH2CF3、-CH2CH

2CF3、ピロリジニル、ピペリジニル、4-モルホリニル、CH3O2C-、CH3O2CCH2-、アセチル-
OCH2CH2-、HO2CCH2-、3-ヒドロキシフェニル、4-ヒドロキシフェニル、4-CH3OC6H4CH2-, 
CH3NH-, (CH3)2N-, (CH3CH2)2N-, (CH3CH2CH2)2N-, HOCH2CH2NH-, CH3OCH2O-、CH3OCH2CH

2O-、C6H5CH2O-、2-ピロリル、2-ピリジル、3-ピリジル、4-ピリジル、2-ピラジニル、2-
キノリル、3-キノリル、4-キノリル、1-イソキノリル、3-イソキノリル、2-キノキサリニ
ル、式：
【化２】

のフェニル基、式：

【化３】

からなる群から選択されるピコリル基、式：
【化４】

からなる群から選択されるピコリルオキシ基、式：
【化５】

からなる群から選択される置換ピリジル基、および、式：
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【化６】

の基、からなる群から選択される〕、
　Ｘ’およびＹ’は、同一であっても異なっていてもよく、H、炭素原子１～６個の直鎖
アルキル基、炭素原子３～６個の分岐アルキル基、炭素原子３～６個のシクロアルキル基
、F、Cl、Br、I、-CF3、-NO2、-NR4R5、-NHCOR4、-OR4、-SR4、-COOR4、-COR4、および-C
H2OHからなる群から選択され、
　Ｒ４およびＲ５は、同一であっても異なっていてもよく、H、炭素原子１～６個の直鎖
アルキル基、炭素原子３～６個の分岐アルキル基、および炭素原子３～６個のシクロアル
キル基からなる群から選択され、
　Ｒ２は、式IV：
【化７】

のジフェニルメチル基、式V：
【化８】

のナフチル-1-CH2-基、式VI：
【化９】

のナフチル-2-CH2-基、式VII：
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【化１０】

のビフェニルメチル基、および、式VIII：
【化１１】

のアントリル-9-CH2-基、からなる群から選択され、かつ、
Ｒ１は、(HO)2P(O)-、(MO)2P(O)-、 および式R1A-CO-の基からなる群から選択される〔前
記式中、Ｍは、アルカリ金属もしくはアルカリ土類金属であり、Ｒ１Ａは、炭素原子１～
６個の直鎖または分岐アルキル基、炭素原子３～６個のシクロアルキル基、シクロアルキ
ルアルキル基（そのシクロアルキル部分に炭素原子３～６個を有し、そのアルキル部分に
炭素原子１～３個を有するもの）、炭素原子１～６個のアルコキシ基、-CH2OH、CH3O2C-
、CH3O2CCH2-、アセチル-OCH2CH2-、HO2CCH2-、2-ヒドロキシフェニル、3-ヒドロキシフ
ェニル、4-ヒドロキシフェニル、(CH3)2NCH2-, (CH3)2CHCH(NH2)-, HOCH2CH2NH-, CH3OCH

2O-, CH3OCH2CH2O-, 2-ピロリル、2-ピリジル、3-ピリジル、4-ピリジル、1-メチル-1,4-
ジヒドロ-3-ピリジル、2-ピラジニル、2-キノリル、3-キノリル、4-キノリル、1-イソキ
ノリル、3-イソキノリル、2-キノキサリニル、式：

【化１２】

のフェニル基、式：
【化１３】

からなる群から選択されるピコリル基、式：
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【化１４】

からなる群から選択されるピコリルオキシ基、式：
【化１５】

からなる群から選択される置換ピリジル基、および、式：
【化１６】

　の基、からなる群から選択される〕、
化合物または医薬品として許容できるこれらの塩。
【請求項２】
　式II：

【化１７】

の化合物または医薬品として許容できるこれらの塩であって、
　式中、ｎは３または４であり、
　ＸおよびＹは、同一であっても異なっていてもよく、H、炭素原子１～６個の直鎖アル
キル基、炭素原子３～６個の分岐アルキル基、炭素原子３～６個のシクロアルキル基、F
、Cl、Br、I、-CF3、-OCF3、-CN、-NO2、-NR4R5、-NHCOR4、-OR4、-SR4、-COOR4、-COR4
、および-CH2OHからなる群から選択されるか、または、ＸおよびＹが一緒になって式-OCH

2O-のメチレンジオキシ基および式-OCH2CH2O-のエチレンジオキシ基からなる群から選択
されるアルキレンジオキシ基を定義するかのいずれかであり、
　Ｒ６は、炭素原子１～６個の直鎖アルキル基、炭素原子３～６個の分岐アルキル基、お
よびシクロアルキルアルキル基（そのシクロアルキル部分に炭素原子３～６個を有し、そ
のアルキル部分に炭素原子１～３個を有するもの）からなる群から選択され、
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　Ｒ３は、H、炭素原子１～６個の直鎖アルキル基、炭素原子３～６個の分岐アルキル基
、炭素原子３～６個のシクロアルキル基、および、式R3A-CO-の基からなる群から選択さ
れ〔前記式中、R3Aは、炭素原子１～６個の直鎖または分岐アルキル基、炭素原子３～６
個のシクロアルキル基、シクロアルキルアルキル基（そのシクロアルキル部分に炭素原子
３～６個を有し、そのアルキル部分に炭素原子１～３個を有するもの）、炭素原子１～６
個のアルコキシ基、テトラヒドロ-3-フラニルオキシ基、-CH2OH、-CF3、-CH2CF3、-CH2CH

2CF3、ピロリジニル、ピペリジニル、4-モルホリニル、CH3O2C-、CH3O2CCH2-、アセチル-
OCH2CH2-、HO2CCH2-、3-ヒドロキシフェニル、4-ヒドロキシフェニル、4-CH3OC6H4CH2-, 
CH3NH-, (CH3)2N-, (CH3CH2)2N-, (CH3CH2CH2)2N-, HOCH2CH2NH-, CH3OCH2O-、CH3OCH2CH

2O-、C6H5CH2O-、2-ピロリル、2-ピリジル、3-ピリジル、4-ピリジル、2-ピラジニル、2-
キノリル、3-キノリル、4-キノリル、1-イソキノリル、3-イソキノリル、2-キノキサリニ
ル、式：
【化１８】

のフェニル基、式：

【化１９】

からなる群から選択されるピコリル基、式：
【化２０】

からなる群から選択されるピコリルオキシ基、式：
【化２１】

からなる群から選択される置換ピリジル基、および、式：
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【化２２】

の基、からなる群から選択される〕、
　Ｘ’およびＹ’は、同一であっても異なっていてもよく、H、炭素原子１～６個の直鎖
アルキル基、炭素原子３～６個の分岐アルキル基、炭素原子３～６個のシクロアルキル基
、F、Cl、Br、I、-CF3、-NO2、-NR4R5、-NHCOR4、-OR4、-SR4、-COOR4、-COR4、および-C
H2OHからなる群から選択され、
　Ｒ４およびＲ５は、同一であっても異なっていてもよく、H、炭素原子１～６個の直鎖
アルキル基、炭素原子３～６個の分岐アルキル基、および炭素原子３～６個のシクロアル
キル基からなる群から選択され、
　Ｒ２は、式IV：
【化２３】

のジフェニルメチル基、式V：
【化２４】

のナフチル-1-CH2-基、式VI：

【化２５】

のナフチル-2-CH2-基、式VII：
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【化２６】

のビフェニルメチル基、および、式VIII：
【化２７】

のアントリル-9-CH2-基、からなる群から選択され、かつ、
Ｒ１は、(HO)2P(O)-、(MO)2P(O)-、および式R1A-CO-の基からなる群から選択される〔前
記式中、Ｍは、アルカリ金属もしくはアルカリ土類金属であり、Ｒ１Ａは、炭素原子１～
６個の直鎖または分岐アルキル基、炭素原子３～６個のシクロアルキル基、シクロアルキ
ルアルキル基（そのシクロアルキル部分に炭素原子３～６個を有し、そのアルキル部分に
炭素原子１～３個を有するもの）、炭素原子１～６個のアルコキシ基、-CH2OH、CH3O2C-
、CH3O2CCH2-、アセチル-OCH2CH2-、HO2CCH2-、2-ヒドロキシフェニル、3-ヒドロキシフ
ェニル、4-ヒドロキシフェニル、(CH3)2NCH2-, (CH3)2CHCH(NH2)-, HOCH2CH2NH-, CH3OCH

2O-, CH3OCH2CH2O-, 2-ピロリル、2-ピリジル、3-ピリジル、4-ピリジル、1-メチル-1,4-
ジヒドロ-3-ピリジル、2-ピラジニル、2-キノリル、3-キノリル、4-キノリル、1-イソキ
ノリル、3-イソキノリル、2-キノキサリニル、式：
【化２８】

のフェニル基、式：
【化２９】
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からなる群から選択されるピコリル基、式：
【化３０】

からなる群から選択されるピコリルオキシ基、式：
【化３１】

からなる群から選択される置換ピリジル基、および、式：

【化３２】

の基、からなる群から選択される〕、
化合物または医薬品として許容できるこれらの塩。
【請求項３】
　Ｒ６がイソブチルであり、ｎが３である、請求項１または２に記載の化合物。
【請求項４】
　Ｒ６がイソブチルであり、ｎが４である、請求項１または２に記載の化合物。
【請求項５】
　Ｒ１が(HO)2P(O)-または(NaO)2P(O)-である、請求項４に記載の化合物。
【請求項６】
　Ｒ１がCH3CO-、3-ピリジル-CO-、(CH3)2NCH2CO-、および(CH3)2CHCH(NH2)CO-からなる
群から選択される、請求項４に記載の化合物。
【請求項７】
　Ｒ３がCH3CO-、CH3O-CO-、(CH3)2N-CO-、3-ピリジル-CO-、4-ピリジル-CO-、および4-
モルホリン-CO-からなる群から選択される、請求項５に記載の化合物。
【請求項８】
　Ｒ３がCH3CO-、CH3O-CO-、(CH3)2N-CO-、3-ピリジル-CO-、4-ピリジル-CO-、および4-
モルホリン-CO-からなる群から選択される、請求項６に記載の化合物。
【請求項９】
　Ｘが4-NH2-であり、ＹがHまたはFである、請求項７に記載の化合物。
【請求項１０】
　Ｘが4-NH2-であり、ＹがHまたはFである、請求項８に記載の化合物。
【請求項１１】
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　Ｒ２が、式IVのジフェニルメチル基、式Vのナフチル-1-CH2-基、および式VIのナフチル
-2-CH2-基からなる群から選択される、請求項９に記載の化合物。
【請求項１２】
　Ｒ２が、式IVのジフェニルメチル基、式Vのナフチル-1-CH2-基、および式VIのナフチル
-2-CH2-基からなる群から選択される、請求項１０に記載の化合物。
【請求項１３】
　Ｘ’およびＹ’がHである、請求項１１に記載の化合物。
【請求項１４】
　Ｘ’およびＹ’がHである、請求項１２に記載の化合物。
【請求項１５】
　式IIa：
【化３３】

の化合物または医薬品として許容できるこれらの塩であって、
　ＸおよびＹは、同一であっても異なっていてもよく、H、炭素原子１～６個の直鎖アル
キル基、炭素原子３～６個の分岐アルキル基、炭素原子３～６個のシクロアルキル基、F
、Cl、Br、I、-CF3、-OCF3、-CN、-NO2、-NR4R5、-NHCOR4、-OR4、-SR4、-COOR4、-COR4
、および-CH2OHからなる群から選択されるか、または、ＸおよびＹが一緒になって式-OCH

2O-のメチレンジオキシ基および式-OCH2CH2O-のエチレンジオキシ基からなる群から選択
されるアルキレンジオキシ基を定義するかのいずれかであり、
　Ｘ’およびＹ’は、同一であっても異なっていてもよく、H、炭素原子１～６個の直鎖
アルキル基、炭素原子３～６個の分岐アルキル基、炭素原子３～６個のシクロアルキル基
、F、Cl、Br、I、-CF3、-NO2、-NR4R5、-NHCOR4、-OR4、-SR4、-COOR4、-COR4、および-C
H2OHからなる群から選択され、かつ、
　ｎ、Ｒ１、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、およびＲ６は、請求項１に定義のものと同じである、化
合物または医薬品として許容できるこれらの塩。
【請求項１６】
　Ｒ６がイソブチルである、請求項１５に記載の化合物。
【請求項１７】
　ｎが４である、請求項１６に記載の化合物。
【請求項１８】
　Ｒ１が(HO)2P(O)-または(NaO)2P(O)-である、請求項１７に記載の化合物。
【請求項１９】
　Ｒ１がCH3CO-、3-ピリジル-CO-、(CH3)2NCH2CO-、および(CH3)2CHCH(NH2)CO-からなる
群から選択される、請求項１７に記載の化合物。
【請求項２０】
　Ｒ３がCH3-CO-、CH3O-CO-、(CH3)2N-CO-、3-ピリジル-CO-、4-ピリジル-CO-、および4-
モルホリン-CO-からなる群から選択される、請求項１８に記載の化合物。
【請求項２１】
　Ｒ３がCH3-CO-、CH3O-CO-、(CH3)2N-CO-、3-ピリジル-CO-、4-ピリジル-CO-、および4-
モルホリン-CO-からなる群から選択される、請求項１９に記載の化合物。
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【請求項２２】
　Ｘが4-NH2-であり、ＹがHまたはFである、請求項２０に記載の化合物。
【請求項２３】
　Ｘが4-NH2-であり、ＹがHまたはFである、請求項２１に記載の化合物。
【請求項２４】
　Ｘが4-NH2-であり、ＹがHであり、Ｘ’がHであり、Ｙ’がHであり、かつ、Ｒ３がCH3O-
CO-である、請求項２０に記載の化合物。
【請求項２５】
　Ｒ１が(HO)2P(O)-である、請求項２４に記載の化合物。
【請求項２６】
　Ｒ１が(NaO)2P(O)-である、請求項２４に記載の化合物。
【請求項２７】
　Ｘが4-NH2-であり、Ｙが3-Fであり、Ｘ’がHであり、Ｙ’がHであり、かつ、Ｒ３がCH3
O-CO-である、請求項２０に記載の化合物。
【請求項２８】
　Ｒ１が(HO)2P(O)-である、請求項２７に記載の化合物。
【請求項２９】
　Ｒ１が(NaO)2P(O)-である、請求項２７に記載の化合物。
【請求項３０】
　Ｘが4-NH2-であり、ＹがHまたは3-Fであり、Ｘ’がHであり、Ｙ’がHであり、かつ、Ｒ

３がCH3-CO-である、請求項２０に記載の化合物。
【請求項３１】
　Ｒ１が(HO)2P(O)-である、請求項３０に記載の化合物。
【請求項３２】
　Ｒ１が(NaO)2P(O)-である、請求項３０に記載の化合物。
【請求項３３】
　Ｘが4-NH2-であり、ＹがHまたは3-Fであり、Ｘ’がHであり、Ｙ’がHであり、かつ、Ｒ

３が4-モルホリン-CO-である、請求項２０に記載の化合物。
【請求項３４】
　Ｘが4-NH2-であり、ＹがHであり、Ｘ’がHであり、Ｙ’がHであり、かつ、Ｒ３がCH3O-
CO-である、請求項２１に記載の化合物。
【請求項３５】
　Ｒ１が3-ピリジル-CO-である、請求項３４に記載の化合物。
【請求項３６】
　Ｒ１が(CH3)2NCH2CO-である、請求項３４に記載の化合物。
【請求項３７】
　Ｒ１が(CH3)2CHCH(NH2)CO-である、請求項３４に記載の化合物。
【請求項３８】
　Ｒ１がCH3CO-である、請求項３４に記載の化合物。
【請求項３９】
　Ｘが4-NH2-であり、Ｙが3-Fであり、Ｘ’がHであり、Ｙ’がHであり、かつ、Ｒ３がCH3
O-CO-である、請求項２１に記載の化合物。
【請求項４０】
　Ｒ１が3-ピリジル-CO-である、請求項３９に記載の化合物。
【請求項４１】
　Ｒ１が(CH3)2NCH2CO-である、請求項３９に記載の化合物。
【請求項４２】
　Ｒ１が(CH3)2CHCH(NH2)CO-である、請求項３９に記載の化合物。
【請求項４３】
　Ｘが4-NH2-であり、ＹがHまたは3-Fであり、Ｘ’がHであり、Ｙ’がHであり、かつ、Ｒ
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３がCH3-CO-である、請求項２１に記載の化合物。
【請求項４４】
　Ｘが4-NH2-であり、ＹがHまたは3-Fであり、Ｘ’がHであり、Ｙ’がHであり、かつ、Ｒ

３が4-モルホリン-CO-である、請求項２１に記載の化合物。
【請求項４５】
　式IIb：
【化３４】

の化合物または医薬品として許容できるこれらの塩であって、
　ＸおよびＹは、同一であっても異なっていてもよく、H、炭素原子１～６個の直鎖アル
キル基、炭素原子３～６個の分岐アルキル基、炭素原子３～６個のシクロアルキル基、F
、Cl、Br、I、-CF3、-OCF3、-CN、-NO2、-NR4R5、-NHCOR4、-OR4、-SR4、-COOR4、-COR4
、および-CH2OHからなる群から選択されるか、または、ＸおよびＹが一緒になって式-OCH

2O-のメチレンジオキシ基および式-OCH2CH2O-のエチレンジオキシ基からなる群から選択
されるアルキレンジオキシ基を定義するかのいずれかであり、
　Ｘ’およびＹ’は、同一であっても異なっていてもよく、H、炭素原子１～６個の直鎖
アルキル基、炭素原子３～６個の分岐アルキル基、炭素原子３～６個のシクロアルキル基
、F、Cl、Br、I、-CF3、-NO2、-NR4R5、-NHCOR4、-OR4、-SR4、-COOR4、-COR4、および-C
H2OHからなる群から選択され、かつ、
　ｎ、Ｒ１、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、およびＲ６は、請求項１に定義のものと同じである、化
合物または医薬品として許容できるこれらの塩。
【請求項４６】
　Ｒ６がイソブチルである、請求項４５に記載の化合物。
【請求項４７】
　ｎが４である、請求項４６に記載の化合物。
【請求項４８】
　Ｒ１が(HO)2P(O)-または(NaO)2P(O)-である、請求項４７に記載の化合物。
【請求項４９】
　Ｒ１がCH3CO-、3-ピリジル-CO-、(CH3)2NCH2CO-、および(CH3)2CHCH(NH2)CO-の群から
選択される、請求項４７に記載の化合物。
【請求項５０】
　Ｒ３がCH3-CO-、CH3O-CO-、(CH3)2N-CO-、3-ピリジル-CO-、4-ピリジル-CO-、および4-
モルホリン-CO-からなる群から選択される、請求項４８に記載の化合物。
【請求項５１】
　Ｒ３がCH3-CO-、CH3O-CO-、(CH3)2N-CO-、3-ピリジル-CO-、4-ピリジル-CO-、および4-
モルホリン-CO-からなる群から選択される、請求項４９に記載の化合物。
【請求項５２】
　Ｘが4-NH2-であり、ＹがHまたはFである、請求項５０に記載の化合物。
【請求項５３】
　Ｘが4-NH2-であり、ＹがHまたはFである、請求項５１に記載の化合物。
【請求項５４】
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　Ｘが4-NH2-であり、ＹがHまたは3-Fであり、Ｘ’がHであり、Ｙ’がHであり、かつ、Ｒ

３がCH3O-CO-である、請求項５０に記載の化合物。
【請求項５５】
　Ｘが4-NH2-であり、ＹがHまたは3-Fであり、Ｘ’がHであり、Ｙ’がHであり、かつ、Ｒ

３がCH3-CO-である、請求項５０に記載の化合物。
【請求項５６】
　Ｘが4-NH2-であり、ＹがHまたは3-Fであり、Ｘ’がHであり、Ｙ’がHであり、かつ、Ｒ

３が4-モルホリン-CO-である、請求項５０に記載の化合物。
【請求項５７】
　前記基：
【化３５】

がナフチル-2-CH2-基である、請求項５４に記載の化合物。
【請求項５８】
　ＹがHであり、Ｒ１が(HO)2P(O)-である、請求項５７に記載の化合物。
【請求項５９】
　前記基：

【化３６】

がナフチル-1-CH2-基である、請求項５６に記載の化合物。
【請求項６０】
　ＹがHであり、Ｒ１が(HO)2P(O)-である、請求項５９に記載の化合物。
【請求項６１】
　Ｘが4-NH2-であり、ＹがHまたは3-Fであり、Ｘ’がHであり、Ｙ’がHであり、かつ、Ｒ

３がCH3O-CO-である、請求項５１に記載の化合物。
【請求項６２】
　Ｘが4-NH2-であり、ＹがHまたは3-Fであり、Ｘ’がHであり、Ｙ’がHであり、かつ、Ｒ

３がCH3-CO-である、請求項５１に記載の化合物。
【請求項６３】
　Ｘが4-NH2-であり、ＹがHまたは3-Fであり、Ｘ’がHであり、Ｙ’がHであり、かつ、Ｒ

３が4-モルホリン-CO-である、請求項５１に記載の化合物。
【請求項６４】
　前記基：

【化３７】
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がナフチル-1-CH2-基である、請求項６３に記載の化合物。
【請求項６５】
　式IIc：
【化３８】

の化合物または医薬品として許容できるこれらの塩であって、
ｎ、Ｘ、Ｙ、Ｘ’、Ｙ’、Ｒ１、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、およびＲ６は、請求項１に定義のも
のと同じである、化合物または医薬品として許容できるこれらの塩。
【請求項６６】
　Ｒ６がイソブチルである、請求項６５に記載の化合物。
【請求項６７】
　ｎが４である、請求項６６に記載の化合物。
【請求項６８】
　Ｒ１が(HO)2P(O)-または(NaO)2P(O)-である、請求項６７に記載の化合物。
【請求項６９】
　Ｒ１がCH3CO-、3-ピリジル-CO-、(CH3)2NCH2CO-、および(CH3)2CHCH(NH2)CO-の群から
選択される、請求項６７に記載の化合物。
【請求項７０】
　式Ｉのリシンをベースとする化合物が、以下の通りに定義される化合物１～１０からな
る群から選択される、請求項１に記載の化合物または医薬品として許容できるこれらの塩
。
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【化３９】

【請求項７１】
　(lS,5S)-(l-{5-[(4-アミノ-ベンゼンスルホニル)-イソブチル-アミノ]-6-ホスホノオキ
シ-ヘキシルカルバモイル}-2,2-ジフェニル-エチル)-カルバミン酸メチルエステルもしく
は医薬品として許容できるその塩、または、(lS,5S)-(l-{5-[(4-アミノ-3-フルオロ-ベン
ゼンスルホニル)-イソブチル-アミノ]-6-ホスホノオキシ-ヘキシルカルバモイル}-2,2-ジ
フェニル-エチル)-カルバミン酸メチルエステルもしくは医薬品として許容できるその塩
である、請求項１８に記載の化合物。
【請求項７２】
　(lS,5S)-(l-{5-[(4-アミノ-ベンゼンスルホニル)-イソブチル-アミノ]-6-ホスホノオキ
シ-ヘキシルカルバモイル}-2,2-ジフェニル-エチル)-カルバミン酸メチルエステルのナト
リウム塩である、請求項７１に記載の化合物。
【請求項７３】
　(lS,5S)-(l-{5-[(4-アミノ-3-フルオロ-ベンゼンスルホニル)-イソブチル-アミノ]-6-
ホスホノオキシ-ヘキシルカルバモイル}-2,2-ジフェニル-エチル)-カルバミン酸メチルエ
ステルのナトリウム塩である、請求項７１に記載の化合物。
【請求項７４】
　少なくとも１種の、請求項１、２、１５、４５、６５、または７０のいずれか一項に記
載の化合物、医薬品として許容できるこれらの塩、またはこれらの組合せと、医薬品とし
て許容できる担体とを含む医薬組成物。
【請求項７５】
　少なくとも１種の、請求項１、２、１５、４５、６５、または７０のいずれか一項に記
載の化合物、医薬品として許容できるこれらの塩、またはこれらの組合せの、ＨＩＶ感染
の治療または予防のための薬剤の製造における使用。
【請求項７６】
　ＨＩＶ感染の治療または予防における使用のための、請求項１、２、１５、４５、６５
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、または７０のいずれか一項に記載の化合物、医薬品として許容できるこれらの塩、また
はこれらの組合せ。
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